
 
 

 
 

令和６年６月２１日 
土 木部地 域交通 課 

 

交通需要調査の実施結果について 

 

 

区内の地域公共交通は都営バスを基軸としているが、バス停までの移動が

困難な高齢者や子育て世帯等の移動支援が必要な区民に対し、都営バス路線

網を補完する新たな交通システム導入に向けた検討を行う予定である。 

区民の日常的な外出目的と交通手段、利用頻度、現在のバスの利用状況、

新たな交通手段に対する利用意向等を把握する目的で、令和５年度に交通需

要調査（江東区公共交通に関するアンケート）を実施した。 

 

１ 調査概要及び有効回答数 

調査地域 江東区全域 

調査対象 江東区在住の満１８歳以上の男女 

調査方法 
区内１０，０００人を地区ごとに無作為抽出 

郵送配布、郵送またはＷＥＢによる回収 

調査期間 令和６年１月１２日（金）～２月１日（木） 

有効回答数 ３，７０６人（郵送回収：２，３８３人 ＷＥＢ回収：１，３２３人） 

有効回答率 ３７．１％（小数第２位を四捨五入） 

 

２ 今後のスケジュール 

令和６年度は、本アンケート結果を回答者の属性及び居住地別に分析する

とともに、パーソントリップ調査や携帯電話を活用した移動データ等多角的

に分析した上で、現状と課題を整理し、導入地域や運行手法について検討し

ていく。 
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